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超
党
派
の
国
会
議
員
で
つ
く
る
活
字
文
化

議
員
連
盟
（
会
長
�
山
岡
賢
次
衆
院
議
員
・

民
）
は
６
月
２０
日
、
国
会
内
で
総
会
を
開
き
、

新
聞
お
よ
び
出
版
物
の
消
費
税
率
に
関
し

て
、
「
税
率
引
き
上
げ
は
『
文
字
・
活
字
文

化
振
興
法
』
の
趣
旨
に
も
背
き
、
理
想
の
実

現
を
阻
む
」
な
ど
と
し
て
、
「
税
率
引
き
上

げ
に
断
固
反
対
し
、
現
行
税
率
の
維
持
を
求

め
る
」
と
の
声
明
を
採
択
し
た
。
併
せ
て
、

「
出
版
者
へ
の
著
作
隣
接
権
付
与
を
議
員
立

法
と
し
て
提
案
し
、
そ
の
成
立
に
努
め
る
」

旨
の
声
明
も
採
択
し
た
。

同
議
連
は
席
上
、
日
本
新
聞

協
会
と
日
本
書
籍
出
版
協
会
の

代
表
者
か
ら
、
税
制
に
関
す
る

意
見
な
ど
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
。

新
聞
協
会
・
秋
山
耿
太
郎
会

長
（
朝
日
新
聞
社
社
長
）
は
▽

欧
米
で
は
、
民
主
主
義
を
支
え

る
た
め
に
、
新
聞
や
書
籍
に
は

ゼ
ロ
税
率
や
軽
減
税
率
を
適
用

し
て
い
る
▽
知
識
課
税
は
国
民

の
リ
テ
ラ
シ
ー
の
弱
体
化
を
招

く
�
�
な
ど
の
観
点
か
ら
、
新

聞
へ
の
軽
減
税
率
導
入
を
求
め

た
。出

版
業
界
も
同
様
に
、
軽
減

税
率
適
用
を
要
望
す
る
と
と
も

に
、
出
版
者
へ
の
著
作
隣
接
権

の
付
与
を
要
請
し
た
。

新
聞
協
会
か
ら
は
秋
山
会
長

ほ
か
、
税
制
対
策
特
別
委
員
会

委
員
長
の
日
経
・
喜
多
恒
雄
社

長
、
同
委
員
の
毎
日
・
朝
比
奈

豊
社
長
や
読
売
新
聞
グ
ル
ー
プ

本
社
・
白
石
興
二
郎
社
長
、
税

制
Ｐ
Ｔ
座
長
の
日
経
・
長
谷
部

剛
常
務
ら
計
１５
人
が
出
席
。
出

版
業
界
か
ら
は
書
協
副
理
事
長

の
佐
藤
隆
信
（
新
潮
社
社
長
）
、

菊
池
明
郎
（
筑
摩
書
房
会
長
）

の
両
氏
、
同
常
任
理
事
の
野
間

省
伸
氏
（
講
談
社
社
長
）
、
同

事
務
局
長
の
樋
口
清
一
氏
、
文

字
・
活
字
文
化
推
進
機
構
・
肥

田
美
代
子
理
事
長
ら
６
人
が
出

席
し
た
。

２
０
１
２
年
度
の
日
本
記
者
ク
ラ
ブ

賞
を
受
賞
し
た
記
者
ら
に
よ
る
記
念
講

演
会
「
『
３
・
１１
大
震
災
』
あ
の
時
、

そ
し
て
今
」
が
６
月
１５
日
、
東
京
・
千

代
田
区
の
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
で

開
か
れ
た
。
同
賞
受
賞
の
毎
日
新
聞
東

京
本
社
・
萩
尾
信
也
社
会
部
部
長
委
員

と
、
新
設
さ
れ
た
特
別
賞
を
受
賞
し
た

福
島
中
央
テ
レ
ビ
、
石
巻
日
日
新
聞
社

の
代
表
者
が
登
壇
し
、
震
災
直
後
か
ら

の
取
材
・
報
道
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
を

語
っ
た
。◇

◇

◇

◇

◇

萩
尾
記
者
は
、
震
災
の
直
後
か
ら
三

陸
沿
岸
に
住
み
込
み
、
長
期
間
継
続
し

て
被
災
者
を
取
材
。
方
言
を
生
か
し
た

印
象
深
い
文
章
で
、
企
画
「
三
陸
物
語
」

を
１１
年
５
月
か
ら
１２
年
３
月
ま
で
２
０

１
回
連
載
し
た
。
同
氏
は
取
材
で
出
会

っ
た
被
災
者
の
言
葉
な
ど
を
、
と
き
お

り
涙
ぐ
み
な
が
ら
紹
介
。

「
何
の
た
め
に
現
地
で
取
材
を
続
け

る
の
か
何
度
も
問
わ
れ
、
自
問
し
て
き

た
。
取
材
が
相
手
の
心
中
に
手
を
突
っ

込
ん
で
、
か
き
回
す
よ
う
な
仕
事
で
あ

る
こ
と
は
自
覚
し
て
い
る
。
被
災
者
の

体
験
を
、
薄
皮
を
は
ぐ
よ
う
に
し
つ
こ

く
問
い
か
け
、
答
え
て
も
ら
っ
た
」
と

振
り
返
り
、
「
だ
か
ら
、
こ
の
賞
の
本

当
の
受
賞
者
は
今
も
被
災
地
で
暮
ら
し

て
い
る
人
、
亡
く
な
っ
た
人
、
そ
し
て

彼
ら
の
傍
ら
に
寄
り
添
っ
て
い
る
人

だ
」
と
語
っ
た
。

ま
た
、
「
い
ま
、
都
会
に
住
む
人
と

会
話
を
交
わ
す
中
で
、
震
災
の
記
憶
が

過
去
の
も
の
に
な
っ
て
い
る
印
象
を
受

け
る
。
く
り
返
さ
れ
る
『
復
興
』
『
絆
』

と
い
う
言
葉
も
、
被
災
地
が
直
面
す
る

様
々
な
問
題
を
包
み
隠
し
て
、
思
考
遮

断
に
陥
る
言
葉
に
思
え
る
」
と
話
し
、

「
震
災
が
私
た
ち
に
突
き
つ
け
た
教
訓
、

問
い
か
け
を
風
化
さ
せ
な
い
こ
と
が
私

の
務
め
。
こ
れ
か
ら
も
被
災
地
に
通
い

続
け
、
彼
ら
の
思
い
を
記
し
た
い
」
と

強
調
し
た
。

超
党
派
の
国
会
議
員
、
作
家
、

出
版
業
界
関
係
者
、
図
書
館
関

係
者
な
ど
で
、
出
版
者
へ
の
権

利
付
与
を
検
討
し
て
い
る
「
印

刷
文
化
・
電
子
文
化
の
基
盤
整

備
に
関
す
る
勉
強
会
」
（
座
長

�
中
川
正
春
衆
院
議
員
・
民
）

は
６
月
２０
日
、
第
５
回
会
合
を

開
き
、
「
出
版
者
に
著
作
隣
接

権
を
設
定
す
る
こ
と
が
適
当
」

と
す
る
中
間
ま
と
め
案
の
骨
子

を
了
承
し
た
。

会
合
で
は
、
中
間
ま
と
め
案

を
も
と
に
議
論
。
勉
強
会
事
務

局
長
の
肥
田
美
代
子
氏
（
文
字

・
活
字
文
化
推
進
機
構
理
事

長
）
に
よ
る
と
「
今
日
の
も
の

が
最
初
の
た
た
き
台
」
（
中
川

座
長
）
と
の
位
置
づ
け
。
「
（
案

に
は
）
相
当
突
っ
込
ん
だ
意
見

が
出
さ
れ
た
」
と
い
う
。

今
後
、
会
合
で
の
議
論
を
中

間
ま
と
め
案
に
反
映
さ
せ
修
正

を
加
え
た
う
え
で
、
そ
れ
を
も

と
に
７
月
以
降
、
公
開
討
論
会

な
ど
を
通
じ
て
、
経
団
連
や
作

家
、
出
版
関
係
者
ら
広
く
国
民

に
周
知
。
来
年
の
通
常
国
会
で

の
法
案
成
立
を
目
指
す
。

立
法
措
置
に
つ
い
て
肥
田
事

務
局
長
は
「
議
員
立
法
か
、
閣

法
（
内
閣
提
出
）
か
、
ま
た
新
法

で
い
く
の
か
著
作
権
法
改
正
で

い
く
の
か
は
未
定
」
と
述
べ
た
。

第
３
回
会
合
で
の
試
案
に
も

示
さ
れ
た
保
護
期
間
「
２５
年
」

に
つ
い
て
は
、
今
後
、
根
拠
や

必
要
性
を
幅
広
く
慎
重
に
検
討

し
て
い
く
。

ま
た
「
隣
接
権
が
あ
る
と
な

ぜ
、
電
子
書
籍
を
中
心
と
し
た

出
版
物
の
流
通
が
加
速
す
る
の

か
」
と
の
質
問
に
、
同
勉
強
会

の
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
の
メ
ン

バ
ー
で
あ
る
村
瀬
拓
男
弁
護
士

は
、「
権
利
を
運
用
す
る
に
は
、

出
版
物
に
関
す
る
著
作
権
そ
の

他
の
権
利
が
ク
リ
ア
に
な
っ
て

い
る
こ
と
が
必
要
。そ
の
た
め
、

出
版
者
の
段
階
で
き
ち
ん
と
権

利
処
理
し
て
流
通
ル
ー
ト
に
載

せ
る
と
い
う
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

が
働
く
」
と
述
べ
た
。

桶
田
大
介
弁
護
士
も
、
「
紙

の
世
界
で
や
っ
て
い
る
こ
と

を
、
そ
の
ま
ま
電
子
の
世
界
で

も
で
き
る
仕
組
み
作
り
」
と
説

明
し
た
。

特
別
賞
を
受
賞
し
た
福
島
中
央
テ
レ

ビ
は
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故

で
、
１
号
機
水
素
爆
発
の
瞬
間
を
世
界

の
メ
デ
ィ
ア
で
唯
一
、
自
社
の
監
視
カ

メ
ラ
で
撮
影
し
た
。
佐
藤
崇
報
道
制
作

局
長
は
、
「
福
島
は
こ
の
１
年
、
住
む

場
所
、
産
業
、
人
々
の
心
な
ど
が
『
分

断
』
さ
れ
て
生
き
て
き
た
。
そ
れ
が
段

々
と
孤
立
、
対
立
に
な
っ
て
い
る
」
と

状
況
を
説
明
。
そ
の
う
え
で
、
「
震
災

か
ら
２
年
目
で
、
メ
デ
ィ
ア
の
課
題
も

大
き
い
。
昨
年
は
起
き
た
こ
と
を
伝
え

れ
ば
よ
か
っ
た
が
、
現
在
は
つ
ら
い
状

況
が
変
わ
ら
ず
続
く
。
伝
え
る
こ
と
も

次
第
に
少
な
く
な
り
、
人
の
心
か
ら
ど

ん
ど
ん
消
え
て
し
ま
う
。
せ
め
て
被
災

地
と
被
災
地
以
外
が
分
断
し
な
い
よ
う

に
し
な
け
れ
ば
」
と
語
っ
た
。

同
じ
く
特
別
賞
の
石
巻
日
日
新
聞

は
、
新
聞
発
行
が
で
き
な
い
中
、
手
書

き
の
壁
新
聞
で
被
災
者
に
情
報
を
伝
え

続
け
、
国
内
外
で
大
き
な
反
響
を
呼
ん

だ
。
武
内
宏
之
常
務
取
締
役
報
道
担
当

は
、「
壁
新
聞
を
６
日
間
発
行
し
た
が
、

３
日
目
か
ら
は
掲
載
す
る
記
事
の
優
先

順
位
を
変
え
、
被
災
者
に
『
希
望
』
が

伝
わ
る
記
事
を
前
面
に
出
し
た
。
し
か

し
、
新
聞
社
と
し
て
そ
れ
で
良
か
っ
た

の
か
、
今
も
悩
ん
で
い
る
。
（
被
災
規

模
な
ど
の
）
現
実
を
し
っ
か
り
と
伝
え

る
の
も
新
聞
の
役
割
だ
か
ら
だ
」
と
心

の
内
を
吐
露
し
た
。

ま
た
、「
被
災
地
の
復
旧
は
ど
ん
ど
ん

進
む
だ
ろ
う
が
、被
災
者
の
心
は
、ま
だ

『
あ
の
日
』
か
ら
抜
け
出
せ
な
い
で
い

る
の
が
現
実
だ
。『
復
興
』
と
い
う
言
葉

の
受
け
止
め
方
は
被
災
者
そ
れ
ぞ
れ
で

違
う
の
で
、
地
元
紙
と
し
て
（
そ
の
言

葉
を
）安
易
に
使
え
な
い
」と
話
し
た
。

司
会
の
東
京
新
聞
・
瀬
口
晴
義
論
説

委
員
が
、
風
化
し
つ
つ
あ
る
状
況
に
つ

い
て
聞
く
と
、
武
内
氏
は
「
世
間
と
は

そ
う
い
う
も
の
だ
ろ
う
と
い
う
気
持
ち

も
あ
る
。
あ
き
ら
め
と
か
で
な
く
、
被

災
地
に
向
い
て
い
た
人
も
彼
ら
の
生
活

や
仕
事
が
あ
る
の
で
。た
だ
、そ
ん
な
状

況
だ
か
ら
こ
そ
、
私
た
ち
も
そ
ろ
そ
ろ

自
分
の
足
で
立
つ
こ
と
を
考
え
る
時
期

に
き
て
い
る
の
で
は
」
と
語
っ
た
。

時
事
通
信
社
は
６
月
１８
日
、

臨
時
取
締
役
会
を
開
き
、
中
田

正
博
社
長
が
今
期
限
り
で
退
任

し
、
後
任
に
西
澤
豊
取
締
役
を

起
用
す
る
人
事
を
内
定
し
た
。

同
社
は
５
月
２８
日
、
次
期
体
制

で
の
中
田
社
長
続
投
、
西
澤
取

締
役
ら
の
退
任
を
内
定
し
て
い

た
が
、
同
社
記
者
が
、
他
社
の

記
事
を
コ
ピ
ー
し
て
パ
ソ
コ
ン

画
面
に
貼
り
付
け
、
そ
れ
を
参

考
に
記
事
を
作
成
、
他
社
ク
レ

ジ
ッ
ト
の
ま
ま
配
信
し
た
問
題

の
責
任
を
と
っ
た
。
６
月
３０
日

開
催
の
定
時
株
主
総
会
と
取
締

役
会
で
正
式
決
定
す
る
。

今
回
、
問
題
と
な
っ
た
の
は

６
月
１３
日
午
前
の
ワ
シ
ン
ト
ン

支
局
発
の
記
事
。
同
支
局
記
者

は
、
共
同
通
信
社
の
配
信
記
事

を
コ
ピ
ー
し
て
貼
り
付
け
、
こ

れ
を
参
考
に
し
な
が
ら
記
事
を

書
い
た
が
、
冒
頭
の
ク
レ
ジ
ッ

ト
は
「
共
同
」
の
ま
ま
配
信
さ

れ
た
。
同
様
の
問
題
は
、
昨
年

１
月
に
も
別
の
部
署
で
起
き
て

い
た
。

な
お
、
中
田
氏
は
引
き
続
き

内
外
情
勢
調
査
会
会
長
を
務
め

る
。 宮

城
県
石
巻
市
な
ど
を
発
行

エ
リ
ア
と
す
る
地
域
紙
・
石
巻

日
日
新
聞
社
は
こ
の
ほ
ど
、
信

金
中
央
金
庫
な
ど
が
出
資
す
る

東
日
本
大
震
災
の
復
興
支
援
フ

ァ
ン
ド
「
投
資
事
業
有
限
責
任

組
合
し
ん
き
ん
の
絆
」
か
ら
、

金
融
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
決

ま
っ
た
。
６
月
１５
日
、
信
金
中

央
金
庫
が
発
表
し
た
。

信
金
中
央
金
庫
と
信
金
キ
ャ

ピ
タ
ル
が
共
同
出
資
す
る
同
フ

ァ
ン
ド
は
、
東
日
本
大
震
災
の

被
災
地
域
で
再
生
に
取
り
組
む

中
小
企
業
へ
の
投
資
な
ど
を
通

じ
て
、
地
域
経
済
の
復
興
を
支

援
す
る
目
的
で
昨
年
１２
月
に
設

立
。
出
資
規
模
は
５０
億
円
で
、

岩
手
、
宮
城
、
福
島
県
を
中
心

に
被
災
地
域
に
あ
る
信
金
取
引

先
の
中
小
企
業
が
投
資
先
と
な

る
。
石
巻
日
日
は
石
巻
信
用
金

庫
の
取
引
先
。

今
回
発
表
さ
れ
た
投
資
先
は

石
巻
日
日
の
ほ
か
、
宮
城
県
や

岩
手
県
内
に
あ
る
３
社
。
投
資

予
定
額
は
非
公
表
だ
が
、
１
社

数
千
万
円
か
ら
１
億
円
と
さ
れ

る
。
投
資
は
資
本
に
近
く
、
返

済
順
位
が
低
い
劣
後
ロ
ー
ン
や

優
先
株
の
形
を
と
る
。
存
続
期

間
は
１２
年
間
で
、
投
資
期
間
は

５
年
間
。

今
年
１０
月
に
１
０
０
周
年
を

迎
え
る
石
巻
日
日
は
、
震
災
で

輪
転
機
が
使
え
な
い
中
、
手
書

き
の
壁
新
聞
を
作
っ
て
、
避
難

所
な
ど
に
貼
り
出
し
、
住
民
に

ニ
ュ
ー
ス
を
伝
え
続
け
た
。
新

聞
製
作
再
開
後
も
、
長
期
間
、

避
難
所
へ
新
聞
を
無
料
配
布
。

そ
の
活
動
は
日
本
国
内
外
で
大

き
な
反
響
を
呼
ん
だ
。

信
金
中
央
金
庫
で
は
、
こ
の

よ
う
に
地
域
に
と
っ
て
不
可
欠

な
事
業
を
展
開
し
て
い
る
こ
と

を
評
価
。
同
社
を
応
援
す
る
こ

と
は
、
同
フ
ァ
ン
ド
の
設
立
趣

旨
に
合
致
し
て
い
る
と
し
て
投

資
を
決
定
し
た
。

こ
の
決
定
を
受
け
、
石
巻
日

日
・
武
内
宏
之
常
務
は
「
現
在

も
発
行
部
数
は
震
災
で
半
減
し

た
約
７
５
０
０
部
の
ま
ま
。
新

聞
発
行
を
続
け
る
運
転
資
金
と

し
て
役
立
て
た
い
」
と
し
た
う

え
で
、
「
こ
の
資
金
を
有
効
活

用
し
、
私
た
ち
の
地
域
に
還
元

し
た
い
と
い
う
の
が
全
社
員
の

思
い
だ
」
と
語
っ
て
い
る
。

中
田
社
長
の
コ
メ
ン
ト

他

社
の
記
事
を
コ
ピ
ー
し
貼
り
付

け
る
こ
と
は
そ
れ
自
体
、
記
者

と
し
て
許
さ
れ
ず
、
報
道
機
関

と
し
て
の
信
用
を
大
き
く
失
墜

さ
せ
た
。
同
様
の
こ
と
が
昨
年

１
月
に
他
の
部
署
で
も
発
生
し

て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
行
為
が

繰
り
返
さ
れ
た
こ
と
は
極
め
て

遺
憾
な
こ
と
で
す
。
報
道
機
関

の
ト
ッ
プ
と
し
て
監
督
責
任
を

明
確
に
し
、
信
頼
回
復
の
た
め

の
第
一
歩
と
す
る
必
要
が
あ
る

と
判
断
し
、
本
日
臨
時
取
締
役

会
を
開
き
、
今
期
限
り
で
退
任

す
る
こ
と
を
表
明
し
ま
し
た
。

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
共
同
通

信
社
を
は
じ
め
、配
信
先
各
社
、

読
者
の
皆
さ
ま
に
お
詫
び
申
し

上
げ
ま
す
。
全
社
一
丸
と
な
っ

て
次
期
経
営
陣
が
再
発
防
止
、

信
頼
回
復
に
取
り
組
む
こ
と
を

お
約
束
し
ま
す
。

�
新
役
員
体
制
�

代
表
取
締
役
社
長
（
取
締
役
総

務
、
労
務
、
法
務
担
当
）

西
澤

豊

取
締
役
編
集
、
解
説
委
員
、
デ

ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
、
マ
ー
ケ
ッ

ト
事
業
担
当
（
取
締
役
業
務
担

当
、
デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
担
当

補
佐
）

松
崎

秀
樹

同
社
長
室
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
担

当
（
同
編
集
、
解
説
委
員
、
財

務
・
経
理
担
当
）

谷

定
文

同
業
務
・
関
連
事
業
担
当
、
業

務
局
長
（
業
務
局
長
）

松
永

努

同
財
務
・
経
理
、
シ
ス
テ
ム
開

発
担
当
（
デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア

事
業
本
部
長
）

小
松

俊
樹

同
総
務
、
労
務
、
法
務
担
当（
大

阪
支
社
長
兼
総
務
部
長
兼
堺
支

局
長
）

大
室

真
生

監
査
役

村
山

義
久

※
中
田
社
長
の
ほ
か
、
栢
森

哲
也
取
締
役
（
社
長
室
、
マ
ス

メ
デ
ィ
ア
、
国
際
担
当
）
、
鮫

島
忠
男
取
締
役
（
シ
ス
テ
ム
開

発
、
関
連
事
業
担
当
、
業
務
担

当
補
佐
）
は
退
任
す
る
。

◇

◇

◇

西
澤

豊（
に
し
ざ
わ
・
ゆ
た

か
）
氏

１
９
５
０
年
（
昭
２５
）

生
ま
れ
。
明
治
大
学
卒
。
７４
年

時
事
通
信
社
入
社
。
ソ
ウ
ル
特

派
員
、
政
治
部
次
長
、
長
野
支

局
長
、
横
浜
総
局
長
、
経
理
局

長
な
ど
を
経
て
０８
年
取
締
役

日
本
Ａ
Ｂ
Ｃ
協
会
の
定
時
社

員
総
会
が
６
月
２０
日
、
東
京
・

千
代
田
区
の
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ル
で
開
か
れ
、
新
し
い
専

務
理
事
に
細
谷
和
夫
事
務
局
長

を
選
任
し
た
。
細
谷
氏
は
事
務

局
長
も
兼
務
す
る
。
専
務
理
事

を
１２
年
間
務
め
た
岡
本
明
寿
氏

は
退
任
し
た
。

総
会
後
に
開
か
れ
た
懇
親
パ

ー
テ
ィ
ー
で
細
谷
専
務
理
事
が

あ
い
さ
つ
。
「
デ
ジ
タ
ル
技
術

の
進
展
な
ど
環
境
が
大
き
く
変

化
し
て
い
る
中
で
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
協

会
の
舵
取
り
を
任
さ
れ
、
責
任

の
重
さ
を
痛
感
し
て
い
る
。
ア

ン
テ
ナ
を
張
り
巡
ら
せ
て
、
皆

さ
ん
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
頑

張
り
た
い
」と
決
意
を
語
っ
た
。

続
い
て
、
同
協
会
理
事
の
河

北
新
報
社
・
一
力
雅
彦
社
長
が

あ
い
さ
つ
。
「
今
年
は
協
会
設

立
６０
周
年
の
節
目
の
年
。
前
専

務
理
事
の
岡
本
氏
は
、
１
９
６

３
年
以
来
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
協
会
の
発

展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
。

長
年
の
尽
力
に
敬
意
を
表
し
た

い
」
な
ど
と
語
り
、
乾
杯
の
音

頭
を
と
っ
た
。

国
際
出
版
連
合（
Ｉ
Ｐ
Ａ
）の

第
２９
回
世
界
大
会
が
６
月
１２
～

１４
日
、
南
ア
フ
リ
カ
の
ケ
ー
プ

タ
ウ
ン
で
開
催
さ
れ
、
各
国
の

大
手
出
版
社
や
出
版
団
体
、
著

作
権
専
門
家
な
ど
約
２
０
０
人

が
参
加
し
た
。

日
本
か
ら
は

前
Ｉ
Ｐ
Ａ
副
会

長
の
金
原
優
氏

（
医
学
書
院
）
を
は
じ
め
１２
人

が
出
席
。
デ
ジ
タ
ル
時
代
の
著

作
権
、
出
版
の
自
由
と
海
賊
版

と
の
戦
い
、
付
加
価
値
税
、
教

育
出
版
な
ど
に
つ
い
て
活
発
な

議
論
が
行
わ
れ
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
ッ
シ
ョ
ン

で
「
新
時
代
に
お
け
る
出
版
」

と
題
し
て
野
間
省
伸
氏
（
講
談

社
）
が
東
日
本
大
震
災
の
話
を

織
り
交
ぜ
な
が
ら
、
出
版
の
力

に
つ
い
て
講
演
を
行
っ
た
ほ

か
、
相
賀
信
宏
氏
（
小
学
館
）

が
「
サ
イ
バ
ー

キ
ッ
ズ
の
た
め

の
児
童
書
」
に

つ
い
て
、
さ
ら

に
、
井
村
寿
人
氏（
勁
草
書
房
）

が
議
長
と
な
っ
て
、
山
本
憲
央

氏
（
中
央
経
済
社
）
が
「
紙
か

ら
デ
ジ
タ
ル
へ
の
転
換
期
の
課

題
」
に
つ
い
て
ス
ピ
ー
チ
し
た
。

次
回
は
、
２
０
１
４
年
春
に

タ
イ
の
バ
ン
コ
ク
で
開
催
。

２０１２年（平成２４年）６月２５日（月曜日）

有
効
活
用
で

地
域
に

還
元

新
聞
協
会
・
書
協
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ

石
巻
日
日
に

復
興
支
援
フ
ァ

ン
ド

が
投
資

定価・月ぎめ３，６００円（消費税込み）（毎週月曜日発行）

中
田

社
長

コ
ピペ

問
題
で
退
任
へ

隣
接
権
設
定
が
適
当
中

川

勉
強
会

文 化 通 信

時
事
通
信

後
任
は
西
澤
取
締
役

新
専
務
理
事
に

細
谷
氏

Ａ
Ｂ
Ｃ

協

会

昭和２１年５月２２日第３種郵便物認可

西
澤

豊
氏

記
者
ク
ラ

ブ
賞
受
賞

／
毎
日
新
聞

東
京
本
社

萩
尾
信
也

社

会

部

部
長
委
員

「
こ
れ
か
ら
も
被
災
地
の
思
い
記
し
た
い
」

細
谷
新
専
務
理
事

特
別
賞

受

賞

／
石
巻
日
日

新

聞

武
内
宏
之
常
務

第４０１０号

日
本
３
代
表
が

講
演

「
復
興
の
言
葉
、安
易
に
使
え
な
い
」

第
２９
回
Ｉ
Ｐ
Ａ
総
会

（１）

左
か
ら
武
内
常
務
、
佐
藤
局
長
、

萩
尾
部
長
委
員
、
瀬
口
論
説
委
員

「「３３・・１１１１大大震震災災」」ああのの時時、、そそししてて今今

記者クラブ賞・特別賞受賞記念講演会

活 字 文 化
議連が声明税税率率維維持持、、隣隣接接権権付付与与をを


